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四
月
二
十
四
日
（
火
）
、
本
天
沼
２
丁
目
で
空
き

地
と
な
っ
て
い
る
区
有
地
（
区
へ
寄
贈
さ
れ
た
土

地
）
の
活
用
に
つ
い
て
、
地
元
住
民
の
み
な
さ
ん
と
、

杉
並
区
へ
の
三
回
目
の
要
請
を
行
な
い
ま
し
た
。
区

政
策
経
営
部
長
が
対
応
し
ま
し
た
。 

こ
の
土
地
は
、
地
域
住
民
の
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど

で
、
以
前
か
ら
「
高
齢
者
向
け
の
施
設
を
作
っ
て
ほ

し
い
」
と
い
う
声
が
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

本
天
沼
地
域
に
は
、
高
齢
者
向
け
の
施
設
が
少
な

く
、
地
域
の
お
年
寄
り
の
み
な
さ
ん
が
気
軽
に
集
え

る
高
齢
者
施
設
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

参
加
さ
れ
た
住
民
の
方
か
ら
は
、
「
高
齢
に
な
っ

て
も
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
地
域
に
し
て
ほ

し
い
」
「
住
民
の
声
を
受
け
止
め
て
、
土
地
活
用
を

し
て
ほ
し
い
」
な
ど
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

要
請
の
結
果
、
区
も
高
齢
者
向
け
施
設
の
必
要
性

な
ど
は
認
識
し
て
お
り
、
再
度
の
調
査
・
検
討
を
約

束
し
ま
し
た
。 

住
民
の
方
か
ら
は
、
「
今
後
、
高
齢
者
向
け
の
施

設
の
実
現
に
向
け
て
、
署
名
な
ど
も
集
め
た
い
」
と

の
声
も
出
さ
れ
ま
し
た
。 

引
き
続
き
、
地
域
要
求
実
現
の
た
め
に
取
り
組
み

を
進
め
ま
す
。 

 
この間、実地調査や区への要請行動を行なっ

てきました。区の対応が遅れていますが、積極

的な土地活用を求めて、今後も取り組みを進め

ます。 

住
民
の
み
な
さ
ん
と
区
へ
要
請 

この間の調査や要請

の様子（写真左） 

「
孤
立
死
」
「
無
縁
死
」
な
ど
が
社
会
問
題
に
な

る
中
、
杉
並
区
は
他
区
に
比
べ
て
も
独
居
老
人
が
増

え
て
い
ま
す
。

特
に
、
本
天
沼
一
丁

目
、
二
丁
目
の
家
族
構

成
は
、
一
世
帯
あ
た
り

二
人
を
切
っ
て
お
り
、

一
人
暮
ら
し
の
高
齢

者
の
増
加
が
顕
著
で

す
。 高

齢
者
の
支
援
策

を
拡
充
す
る
こ
と
が

必
要
な
地
域
に
な
っ

て
い
ま
す
。

斜
線
部
分
が
区
有
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たまには、家族サービスに全力！ 
 

 議会の合間ですが、調査活動や生活相談、地

域要求運動、消防団の訓練など、忙しい毎日で

す。でも、たまには、家族サービスに全力を挙

げることも必要です。ということで、日中に時

間を空けて、井の頭動物園～買い物～石神井公

園と、丸一日家族と過ごしてきました。夜は会

議だったけど…（泣） 
 石神井公園では、ボートにも乗り、息子は集

まってくるカモへの餌やりに夢中になっていま

した。自分のオヤツまで次々と投げ込むので、

よっぽど楽しかったのだと思います。我が子は、

大変な大食らいで、食へのこだわりは半端では

ありません。しかし、その食欲に勝る楽しみだ

ったのでしょうね（笑） 

四
月
二
十
日
、
国
土
交
通
省
へ
外
環
道
問
題
に
つ
い
て
の

聞
き
取
り
と
、
要
請
行
動
を
行
な
い
ま
し
た
。
笠
井
亮
、
田

村
智
子
両
国
会
議
員
、
外
環
道
該
当
地
域
の
衆
議
院
候
補

者
、
地
方
議
員
が
参
加
し
ま
し
た
。 

私
は
「
シ
ー
ル
ド
工
法
技
術
」
の
安
全
面
に
つ
い
て
、
海

底
ト
ン
ネ
ル
事
故
を
受
け
て
〝
ど
の
よ
う
な
検
討
が
さ
れ

て
い
る
の
か
〟
質
疑
を
行
な
い
ま
し
た
。 

厚
労
省
側
は
、
〝
海
底
ト
ン
ネ
ル
事
故
の
原
因
が
分
か
っ

て
お
ら
ず
、
シ
ー
ル
ド
工
法
技
術
の
問
題
な
ど
は
、
今
後
の

調
査
で
明
ら
か
に
な
る
。
必
要
な
こ
と
は
、
安
全
基
準
な
ど

を
設
定
し
て
対
応
す
る
〟
と
回
答
し
ま
し
た
。 

各
地
の
地
方
議
員
が

参
加 岡

山
県
水
島
で
の
海
底
ト
ン
ネ
ル
事
故
の
発
生
に
よ

り
、
シ
ー
ル
ド
工
法
技
術
の
安
全
性
が
揺
ら
い
で
い
ま
す
。

 

都
営
住
宅
、
杉
並
区
高
齢
者
住
宅
み
ど
り

の
里
の
入
居
者
募
集
が
行
な
わ
れ
ま
す
。 

 

募
集
期
間 

５
月
７
日
（
月
）
～
１
５
日
（
火
） 

 

申
し
込
み
書 

区
民
事
務
所
な
ど
で
配
布 

 

※ 

詳
細
は
、
杉
並
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲

載
さ
れ
ま
す
。 

※ 

ご
不
明
な
点
は
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。 

 

山
田
携
帯 

０
９
０
‐
９
９
７
３
‐
０
９
４
１ 

こ
の
事
故
は
、
外
環
道
計
画
と
同
じ

「
シ
ー
ル
ド
工
法
」
を
活
用
し
て
お
り
、

関
係
業
者
も
外
環
の
技
術
検
討
に
関
わ

っ
た
業
者
で
す
。
全
国
的
に
見
て
も
シ

ー
ル
ド
工
法
は
小
さ
な
ト
ラ
ブ
ル
が
い

く
つ
も
発
生
し
て
お
り
、
国
は
有
識
者

に
よ
る
「
検
討
委
員
会
」
の
設
置
を
決

め
て
い
ま
す
。 

外
環
道
計
画
の
地
下
ト
ン
ネ
ル
工
法

の
安
全
性
が
揺
ら
ぎ
、
首
都
直
下
型
地

震
も
懸
念
さ
れ
る
中
、
拙
速
に
計
画
を

推
進
す
る
こ
と
は
大
き
な
問
題
で
す
。

◎外環道、外環の２地上部街路 報告会
都・区議会からの報告、各地の取り組み交流 

・日時 ４月２９日（日）午後２時～ 

・場所 西荻地域区民センター２階第一集会室 
 

◎外環の２話し合いの会 
 都主催で外環の２地上部街路の必要性やあり

方などについての話し合いの会です。 

・日時 ５月９日（水）午後７時～ 

・場所 あんさんぶる荻窪４階第一教室 

 

モルモットには、少し

ビクビク

カモに餌やり 


